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▲ 菌床栽培のノウハウを伝える小林博会長（写真上・左から１番目）、カブトムシを外壁に描いたインパクトある倉庫（写真左）、
様々な用途に使われる倉庫内の木屑の山（写真右）

　
朝
来
市
和
田
山
町
で
営
業
す
る
㈱
コ
バ
ヤ
シ

産
業
は
、
製
材
所
や
木
材
加
工
場
か
ら
副
産
物

と
し
て
産
出
さ
れ
る
オ
ガ
粉
、
カ
ン
ナ
屑
、
木

の
皮
、
木
屑
を
引
き
取
り
、
販
売
し
て
い
る
従

業
員
十
七
名
の
事
業
所
。

　
最
近
で
は
、
輸
入
木
材
業
の
最
大
手
で
あ
る

㈱
オ
ー
ビ
ス
姫
路
工
場
内
に
姫
路
営
業
所
を
開

設
し
た
。

　
平
成
二
十
年
度
に
は
経
営
革
新
を
取
得
し
、

平
成
二
十
一
年
度
に
は
環
境
省
が
策
定
し
た
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
�1
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
、

事
業
者
の
た
め
の
認
証
・
登
録
制
度
で
あ
る
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
�1
も
取
得
予
定
と
の
こ
と
。
今

後
さ
ら
に
木
屑
等
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
の

環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に

挑
戦
し
て
い
く
。 

（
詳
細
は
５
頁
）

木
屑
の
無
限
の
可
能
性
に

挑
戦
す
る
環
境
配
慮
型
企
業

～
株
式
会
社
　
コ
バ
ヤ
シ
産
業
～

■県連合会Letter ２～３頁
・近畿ブロック商工会青年部交流研修会・主張発表大会
・商工会女性部指導者県外研修会
・中小企業金融に関する意見交換会
・小規模事業者経営改善資金融資制度講習会

■商工会Letter ４頁
・ 行政とのタイアップ「生野銀山・銀の馬車道観光

PR キャラバン隊結成」（生野町商工会）
・ 復興へ向けてやったるで‼「がんばろう佐用町　

屋台村」を開催（佐用町青年部）
・ アートが巻き起こした「まちの革命」～丹波篠山・

まちなみアートフェスティバル～
■あなたのまちの元気な企業（和田山町） ５頁
■地域力連携拠点事業 ６頁

・第２回経営支援アドバイザー養成研修会
・地域力連携拠点事業セミナー開催日程
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主な行事予定

　
11
月
の
こ
よ
み

５
日
㊍
〜
６
日
㊎

　
　
　
　
経
営
支
援
研
修
会（
専
門
コ
ー
ス
）

７
日
㊏
〜
８
日
㊐

　
　
　
　
商
工
会
等
職
員
昇
格
試
験﹇
面
接
﹈

9
日
㊊
 
人
事
管
理
委
員
会

11
日
㊌
 
監
事
会

11
日
㊌
〜
12
日
㊍

　
　
　
　
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会（
富
山
県
）

12
日
㊍
〜
13
日
㊎

　
　
　
　
経
営
支
援
研
修
会（
基
礎
コ
ー
ス
）

19
日
㊍
　
商
工
会
全
国
大
会（
東
京
都
）

20
日
㊎
〜
23
日
㊊

　
　
　
　
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展（
東
京
都
）

　
12
月
の
こ
よ
み

４
日
㊎
　
会
計
ソ
フ
ト
実
務
能
力
試
験

９
日
㊌
　
第
３
回
正
副
会
長
会

10
日
㊍
　 

第
３
回
経
営
支
援
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
会

22
日
㊋
　
第
３
回
理
事
会

　
九
月
三
日
〜
四
日
に
か
け
、「
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
交
流
研

修
会
・
主
張
発
表
大
会
」
が
奈
良
市

内
で
開
催
さ
れ
、
近
畿
各
府
県
青
年

部
員
ら
二
百
五
十
三
名
が
参
加
、
兵

庫
県
か
ら
は
三
十
三
名
が
出
席
し
た
。

　
当
日
は
、
六
名
の
各
府
県
代
表
に

よ
る
主
張
発
表
大
会
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
青
年
部
活
動
や
地
域
振
興

等
に
つ
い
て
表
現
力
豊
か
に
、
力
強

く
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
本
県
か
ら
は
城
崎
町
商
工
会
青
年

部
・
桶お

け

生し
ょ
う

裕ゆ
う

介す
け

氏
が
、
自
ら
委
員
長

と
し
て
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
取
り

組
ん
だ
青
年
部
の
地
域
振
興
事
業
に

つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
は
、
最
優
秀
賞
に
京

都
府
代
表
・
今
井
浩
助
氏
、
優
秀
賞

は
大
阪
府
代
表
・
小
谷
健
造
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
。
今
井
氏
は
、
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
、
十
一
月
十

一
日
に
富
山
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
に
出
場
す
る
。

　
ま
た
そ
の
他
、
㈳
平
安
遷
都
一
三

〇
〇
年
記
念
事
業
協
会
よ
り
、「
関

西
の
国
際
的
な
歴
史
文
化
観
光
拠
点

を
目
指
し
て
」
と
題
し
、
平
城
遷
都

一
三
〇
〇
年
祭
と
今
後
の
関
西
圏
の

振
興
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
県
女
性
部
連
合
会
（
行
　
幸
子
会

長
）
は
、
九
月
十
六
日
〜
十
八
日
に

か
け
、
商
工
会
女
性
部
指
導
者
県
外

研
修
会
を
開
催
し
、
県
下
女
性
部
長

等
二
十
二
名
が
参
加
し
た
。

　
本
研
修
会
は
、
十
七
日
に
岩
手

県
・
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
十

一
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
in
い

わ
て
」
を
兼
ね
て
お
り
同
大
会
に
は

全
国
各
地
か
ら
約
二
千
名
の
女
性
部

員
が
参
加
し
た
。

　
大
会
で
は
、
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
へ
の
思
い
、

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が
発
表

さ
れ
た
。

　
な
お
、
最
優
秀
賞
は
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
・
鹿
児
島
県
喜
界
島
商
工
会

女
性
部
の
豊
島
代
子
氏
が
受
賞
し

た
。

「
自
立
」
と
「
自
律
」

　 

～
真
の
経
営
者
を
目
指
し
て
～

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部

交
流
研
修
会
・
主
張
発
表
大
会

～
第
十
一
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会 

in 

い
わ
て
に
参
加
～

商
工
会
女
性
部
指
導
者
県
外
研
修
会

　
ま
た
、作
家
の
幸こ
う

田だ

真ま

音い
ん

氏
よ
り
、

「
信
じ
る
こ
と
、
楽
し
む
こ
と
〜
女

性
の
感
性
で
地
域
に
新
た
な
輝
き
を

〜
」
と
題
し
、
女
性
が
自
ら
光
り
輝

い
て
生
き
る
た
め
の
心
が
け
に
つ
い

て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
盛
岡
地
域
の
伝
統
的
な

地
場
産
業
等
を
見
学
・
体
験
で
き
る

「
盛
岡
手
作
り
村
」
や
、
日
本
最
大

級
の
民
間
総
合
農
場「
小
岩
井
農
場
」

の
視
察
な
ど
を
実
施
し
、
参
加
者
は

岩
手
の
地
域
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。

　県連合会は、９月８日～９日に、神戸市・パレス
神戸で商工会経営支援研修会（基礎）①を開催した。
　今回の研修では、１日目にストレスマネージメン
ト、経営法務、労務について、２日目に財務的視点
からみる経営状況の分析について、基礎的な知識や
能力を身につけた。
　２日目のケーススタディでは、サンプル企業を用
いて、財務状況や経営改善の方法についてグループ
で検討し、発表を行った。

職員の資質向上を目指して
～商工会経営支援研修会（基礎）①～

▲自らが取り組んだ地域振興について語る桶生氏

▲グループで議論を重ね改善案を提案・発表
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県
連
合
会
は
、
九
月
十
七
日
、
県

商
工
会
館
で
、
中
小
企
業
金
融
に
関

す
る
意
見
交
換
会
を
近
畿
経
済
産
業

局
・
近
畿
財
務
局
の
要
請
に
基
づ
き

開
催
し
た
。

　
開
催
の
趣
旨
は
、
景
気
低
迷
よ
り

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
小
企
業

の
「
生
の
声
」
を
聴
く
こ
と
で
、
地

域
の
経
営
実
態
を
把
握
し
、
緊
急
保

証
制
度
や
中
小
企
業
向
け
融
資
の
貸

出
条
件
緩
和
を
円
滑
に
す
る
た
め
の

措
置
等
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
。

　
昨
年
か
ら
全
国
で
二
百
ヶ
所
以
上

の
会
場
で
開
催
し
て
、
約
一
千
社
を

超
え
る
中
小
企
業
よ
り
貴
重
な
意
見

や
要
望
を
聴
い
て
い
る
。

　
こ
の
度
は
、
川
西
市
・
多
可
町
・

丹
波
市
・
南
あ
わ
じ
市
の
業
種
の
異

な
る
七
社
が
出
席
。
①
業
況
、
景
況

感
及
び
そ
の
背
景
の
認
識
②
資
金
繰

り
や
経
営
等
に
関
す
る
問
題
点
③
中

小
企
業
金
融
に
対
す
る
金
融
機
関
の

取
り
組
み
ス
タ
ン
ス
（
貸
出
態
度
、

ア
ド
バ
イ
ス
、
コ
ン
タ
ク
ト
の
頻

度
・
密
度
）
④
金
融
機
関
や
行
政
へ

の
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
発
表
が

あ
っ
た
。

ひょうご「企業の森づくり」
環境への貢献のため、森林整備をお考えの企業や団体等の皆様の
お手伝いをします。

●活動フィールドの斡旋
●森林整備についての助言・提案・技術指導
●施業委託先の紹介

◆お問い合わせは◆

(社)兵庫県緑化推進協会
〒650-0012
神戸市中央区北長狭通5-5-18　県林業会館内
TEL 078-341-4070／FAX 078-341-4071

兵庫県農政環境部 環境創造局 豊かな森づくり課
〒650－8567
神戸市中央区下山手通5-10-1
TEL 078-362-3144／ FAX 078-362-3954

50経営者と従業員のための全国商工会休業補償制度

商 工 会 の 休 業 補 償 プ ラ ン
所得保障保険団体契約（天災危険担保特約付）

中途加入毎月受付中
毎月１日の保険開始でご加入いただけます

【特　徴】
１　一般契約に比べ₃₆％割引
２　最長１年間のロングサポート（免責７日間）
３　 自宅療養中もサポート（医師の治療を受けていることにより

全く働けない場合）
４　₂₄時間いつでもサポート
５　加入時の医師の診査は不要
６　家事従事者の方も対象に（入院時のみ補償）
７　地震、噴火または津波による天災もサポート
８　入院初期費用５万円を補償（特約付帯の場合）

　　　　　　  ＊ 全国商工会の会員事業所の事業主（法人の場合
は役員）、従業員で、加入時年齢が₆₄歳までの方。

　　　　　　　＊ 上記事業主、従業員の配偶者である専業主婦（家
事従事者）で、加入時年齢が₆₄歳までの方。

　　　　　　  　 東京海上火災保険会社・株式会社損害保険会
社・あいおい損害保険会社

～お問い合わせは各商工会まで～

加 入 資 格加 入 資 格

引受保険会社引受保険会社

平成21年10月１日から１年間

☆　保 険 期 間　☆

▲あいさつを述べる志智副会長 ▲中小企業金融の円滑化に向けて様々な意見がかわされた

　
県
連
合
会
は
、
去
る
九
月
十
日
〜

十
一
日
、
南
あ
わ
じ
市
「
観
光
旅
館

う
め
丸
」
に
お
い
て
、
金
融
審
査
委

員
等
の
審
査
能
力
の
向
上
と
日
本
政

策
金
融
公
庫
（
国
民
生
活
事
業
）
と

の
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

マ
ル
経
講
習
会
を
開
催
し
、
百
十
五

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
は
じ
め
に
志
智
県
連
副
会
長
や
来

賓
の
淡
路
県
民
局
・
堀
口
副
県
民
室

長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
講
習
一
で
は
、
認
定
事
業
再
生

士
・
立
川
昭
吾
氏
よ
り
「
ど
う
な

る
？
中
小
企
業
金
融
と
日
本
経
済
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　
講
習
二
で
は
、
同
公
庫
神
戸
支
店

長
を
は
じ
め
各
管
内
の
支
店
長
よ

り
、「
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
現
況

と
マ
ル
経
審
査
上
の
留
意
点
」
と
題

し
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　
講
習
三
で
は
、
全
国
で
マ
ル
経
資

金
取
扱
三
年
連
続
で
日
本
一
を
達
成

し
て
い
る
阪
南
市
商
工
会
・
森
下
会

長
よ
り
そ
の
取
り
組
み
と
手
法
に
つ

い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　
翌
日
に
は
、「
伝
統
芸
能
に
よ
る

～
中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化
に
向
け
て
～

中
小
企
業
金
融
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催

地
域
活
性
化
」
と
題
し
て
、
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
資
料
館
館
長
・
正
井
良
徳

氏
よ
り
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
、
人

形
浄
瑠
璃
館
に
お
い
て
人
形
浄
瑠
璃

を
観
劇
し
た
。

～
金
融
審
査
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
～

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
講
習
会
を
開
催
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生
野
町
商
工
会（
奥
藤
博
司
会
長
）

で
は
、
去
る
九
月
十
六
日
、
Ｊ
Ｒ
姫

路
駅
コ
ン
コ
ー
ス
で
「
生
野
銀
山
・

銀
の
馬
車
道
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
」
を
組
織
し
、
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン

を
実
施
し
た
。

　
今
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
や
台
風
九
号
の
影
響
で
近
隣

か
ら
の
観
光
客
が
少
な
く
、
あ
わ
せ

て
Ｅ
Ｔ
Ｃ
休
日
一
律
千
円
の
制
度
を

利
用
し
、
遠
方
の
行
楽
地
へ
向
か
う

旅
行
者
増
に
よ
り
、前
年
度
に
比
べ
、

観
光
客
が
か
な
り
の
落
ち
込
み
を
見

せ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
県
内
の
近
場
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
「
生
野
銀
山
」
や

「
銀
の
馬
車
道
」
と
い
っ
た
産
業
遺

産
を
資
源
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
ツ

ア
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、
地
域
経
済
活
性
化
の
一
助
に
な

れ
ば
と
、
町
内
の
観
光
事
業
者
や
中

播
磨
県
民
局
等
と
協
力
し
て
、
ノ
ボ

リ
旗
を
設
置
し
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
を
利
用
客
へ
配
布
・
Ｐ
Ｒ
し

た
。復

興
へ
向
け
て
や
っ
た
る
で
‼

「
が
ん
ば
ろ
う
佐
用
町
　

屋
台
村
」
を
開
催

～
佐
用
町
商
工
会
青
年
部
～

　
台
風
九
号
の
水
害
で
被
災
し
た
住

民
を
元
気
づ
け
よ
う
と
佐
用
町
商
工

会
青
年
部
（
加
古
原
瑞
樹
部
長
）
な

ど
で
つ
く
る
「
が
ん
ば
ろ
う
佐
用
町

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」
は
九

月
十
三
日
、
佐
用
商
店
街
に
お
い
て

復
興
イ
ベ
ン
ト
「
が
ん
ば
ろ
う
佐
用

町
　
屋
台
村
」
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
姫
路
市
の
グ
ル
ー
プ
か

ら
届
い
た
「
姫
路
お
で
ん
」
や
「
夢

そ
ば
」
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
被
災
者
た

ち
は
久
々
の
活
気
に
よ
り
笑
顔
を
取

り
戻
し
た
。

　
被
災
以
降
、
懸
命
の
復
旧
作
業
に

よ
り
大
き
な
ゴ
ミ
等
は
片
付
い
た
も

の
の
、復
興
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、

参
加
し
た
被
災
者
た
ち
は
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
お
互
い
の
近
況
を
話
し

合
っ
た
。

　
住
民
た
ち
が
集
ま
っ
た
会
場
で
は

こ
の
度
の
豪
雨
の
影
響
で
閉
鎖
を
決

め
た
醤
油
店
よ
り
提
供
さ
れ
た
醤
油

醸
造
た
る
に
復
興
へ
の
思
い
や
「
感

謝
！
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
感
謝

の
言
葉
が
書
き
込
ま
れ
た
。

　
同
青
年
部
で
は
、「
が
ん
ば
ろ
う

佐
用
町
」
の
文
字
入
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
な

ど
も
作
り
、
売
上
を
復
興
資
金
に
充

て
る
。

行
政
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

「
生
野
銀
山
・
銀
の
馬
車
道

観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」
結
成

～
生
野
町
商
工
会
～

アートが巻き起こした『まちの革命』
～丹波篠山・まちなみアートフェスティバル～

（2009.9.19～27）

　丹波篠山・まちなみアートフェスティバル実行委員会は９月₁₉日～₂₇日に
かけて「丹波篠山・まちなみアートフェスティバル」を開催。
　国の重要伝統的建造物群保存地区である河原町が舞台となったアートでお
洒落な催しは、町屋に暮らす住民と芸術作家の融合を演出した。
　町屋の存在感は作家の目を輝かせ、創作意欲を呼び起こし、住民たちは普
段の生活と変わらずに受け入れ、まちに溶け込んだ。

　そんな何気ない融合が予想以
上に膨らみ、気づくと作家₃₆人
と町屋₂₅カ所の日本最大級の町
屋美術館となった。

まちは、約２万人のアート好きが集い、賑わったことでひっ
そりとしていた伝建地区は、大きく生まれかわるきっかけを
得た。

この祭典を継続することで、芸術作品によって輝いた町屋
に住民が「誇り」を持ち、まちなみそのものがアートな輝き
を放ち響き続けることを願う。
　本会は、新たな「まちづくりの手法」としてこれらを支援し、
賑わいあるまちを創造したいと考えている。

▲JR 姫路駅で地元の産業遺産を活かしたイベントをPR

▲被災者たちの憩いの時を提供した「屋台村」

▲河原町には、芸術作品をみようと約２万人が集まった。
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経
営
理
念

　
一
つ
目
に
木
屑
を
有
効
利
用
し
た

循
環
型
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
す
る
こ
と
。

　
二
つ
目
は
、商
売
が
で
き
る
の
は
、

地
域
の
お
か
げ
な
の
で
、
そ
の
こ
と

に
感
謝
し
、
我
々
に
で
き
る
こ
と
で

地
域
に
恩
返
し
す
る
こ
と
。

木
屑
の
様
々
な
用
途

　
木
屑
は
従
来
は
捨
て
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
産
業
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
問
題
や
環
境
に
配
慮
し

た
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
資
源
を
有
効
に
利
用
で
き
な
い
か

と
考
え
た
の
が
同
社
取
締
役
会
長
の

小
林
博
氏
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
牛
の
寝
床
に
従
来
使
っ
て

い
た
藁
の
代
用
品
と
し
て
オ
ガ
粉
を

使
う
こ
と
を
提
案
。
営
業
努
力
に
よ

り
、
敷
材
と
し
て
但
馬
地
域
の
牧
場

を
中
心
に
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
他
に
も
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め

に
様
々
な
研
究
を
重
ね
、
き
の
こ
栽

培
に
お
い
て
オ
ガ
粉
を
固
め
菌
床
を

つ
く
る
と
い
う
オ
ガ
粉
の
新
し
い
利

用
方
法
を
発
見
し
た
。

　
そ
の
他
の
用
途
と
し
て
、
製
鉄
会

社
で
鉄
を
作
る
際
に
で
き
る
鉄
の
表

面
の
不
純
物
を
含
ん
だ
油
膜
を
除
去

す
る
の
に
使
用
さ
れ
た
り
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
で
注
目
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
や
医
薬
品
に
含
ま
れ
る
活

性
炭
の
原
料
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
テ
レ
ビ
の
フ
レ
ー
ム
や
公
園

の
ベ
ン
チ
椅
子
等
に
も
オ
ガ
粉
と
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
成
形
し
た
も
の
が
使

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

経
営
革
新
・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

₂₁
を
取
得
し
た
き
っ
か
け

　
同
社
が
経
営
革
新
を
と
っ
た
き
っ

か
け
は
、
あ
く
ま
で
会
社
と
し
て
低

利
の
融
資
を
受
け
る
た
め
で
あ
っ

た
。
経
営
革
新
取
得
に
取
り
組
ん
だ

同
社
代
表
取
締
役
の
小
林
忠
男
氏
と

し
て
は
、
父
で
あ
る
会
長
に
依
存
し

て
い
た
自
分
の
殻
を
破
る
き
っ
か
け

に
と
考
え
、経
営
革
新
を
申
請
し
た
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
�1
に
つ
い
て
も
間

も
な
く
取
得
予
定
と
の
こ
と
。
忠
男

氏
は
「
経
営
革
新
は
ぜ
ひ
受
け
る
べ

き
だ
し
、
第
三
者
機
関
か
ら
評
価
さ

れ
る
こ
と
も
大
事
」
と
語
る
。

地
域
に
対
す
る
思
い

　
同
社
の
経
営
理
念
の
下
、
養
父
市

の
但
馬
長
寿
の
郷
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
環
と
し
て
「
カ
ブ
ト
ム

シ
探
検
隊
」
を
十
一
回
実
施
し
て
い

る
。
そ
こ
で
は
青
少
年
育
成
の
一
環

と
し
て
、
命
の
大
切
さ
を
理
解
し
て

も
ら
お
う
と
五
月
に
カ
ブ
ト
ム
シ
の

幼
虫
を
子
供
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
、
七
月
の
夏
休
み
に
は
子
供
た
ち

が
成
虫
を
持
ち
寄
り
、
相
撲
や
大
き

さ
を
比
べ
た
り
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
催
し
て
い
る
。
会
長
は
こ
う
し
た

永
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
認
め

ら
れ
、
兵
庫
県
よ
り
身
近
な
善
行
を

通
じ
て
明
る
く
楽
し
い
生
活
環
境
づ

く
り
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る

「
の
じ
ぎ
く
賞
」
を
平
成
十
八
年
に

受
賞
し
た
。

商
工
会
に
期
待
す
る
こ
と

　
大
企
業
さ
え
も
連
携
し
て
い
く
時

代
な
の
で
、
中
小
零
細
企
業
は
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
・
農
商
工
連
携
な

ど
さ
ら
に
連
携
を
密
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
全
国
に
多

数
の
会
員
を
持
つ
商
工
会
で
あ
り
、

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
会

員
の
メ
リ
ッ
ト
づ
く
り
を
し
て
ほ
し

い
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
税
理

士
等
が
企
業
支
援
を
幅
広
く
行
っ
て

い
る
中
、
ま
さ
に
商
工
会
の
存
在
意

義
が
問
わ
れ
て
い
る
。

貯めて、使える。

あ
な
た
の
ま
ち
の
元
気
な
企
業
⑫

株
式
会
社
コ
バ
ヤ
シ
産
業

～
和
田
山
町
～

▲がっちり肩を組む会長と小林忠男社長（写真左）

▲カブトムシの幼虫、工場内には数千匹いるそうである

企業概要
①企業名　株式会社　コバヤシ産業
②代表者名　小林　忠男
③住所　兵庫県朝来市和田山町竹田₂₁₁₃
④電話　₀₇₉⊖₆₇₄⊖₀₁₅₄
　FAX　₀₇₉⊖₆₇₄⊖₀₀₆₄
⑤URL　http://www.koba-san.jp/
⑥メール　kobayash@wac₂.net
⑦資本金　₃₀₀万円
⑧創業年　昭和₅₉年
⑨商工会会員歴　₁₈年
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₆₂₇ 平成�1年10月�0日

　
県
連
合
会
は
、
九
月
二
十
九
日
〜

三
十
日
、
福
崎
町
・
中
小
企
業
大
学

校
関
西
校
で
、
第
二
回
経
営
支
援
Ａ

Ｄ
養
成
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
初
日
は
、
ま
ず
「
繁
栄
企
業
づ
く

り
の
た
め
の
意
識
改
革
」
を
テ
ー
マ

に
、
㈱
タ
イ
ム
代
表
取
締
役
・
片
岡

巧
男
氏
が
、
企
業
繁
栄
の
た
め
に
経

営
指
導
員
等
が
も
っ
と
意
識
を
変
え

る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。次
に「
地

域
資
源
活
用
・
農
商
工
連
携
事
業
に

つ
い
て
」
で
は
、
県
連
合
会
・
穴
田

統
括
応
援
Ｃ
Ｏ
が
こ
の
後
の
実
習
を

踏
ま
え
説
明
。
続
い
て
「
事
業
承
継

の
支
援
方
法
に
つ
い
て
」
で
は
、
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
近
畿
支
部
・

事
業
承
継
Ｃ
Ｏ
の
上
宮
克
己
氏
が
具

体
的
な
事
例
を
交
え
講
演
を
行
っ
た
。

　
二
日
目
は
、「
地
域
資
源
活
用
・

農
商
工
連
携
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ

に
、
日
本
酒
「
小
鼓
」
で
有
名
な
㈱

西
山
酒
造
場
の
代
表
取
締
役
社
長
・

西
山
周
三
氏
が
事
例
を
発
表
。
事
業

承
継
の
経
緯
か
ら
社
長
就
任
後
の
地

域
資
源
活
用
・
農
商
工
連
携
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
講
演
し
、
企
業
支

援
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
と
な
る
内
容
に

出
席
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

　
続
い
て
穴
田
統
括
応
援
Ｃ
Ｏ
、
中

小
企
業
診
断
士
・
正
木
博
夫
氏
の
指

導
に
よ
り
、
何
も
無
い
と
こ
ろ
か
ら

案
件
を
発
掘
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

向
性
を
見
出
し
支
援
計
画
を
策
定
す

る
グ
ル
ー
プ
別
ワ
ー
ク
ス
タ
デ
ィ
を

行
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
巡
回
等
に

よ
る
積
極
的
な
案
件
発
掘
が
必
要
で

あ
り
、
今
回
の
実
習
が
役
立
つ
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
県
連
合
会
・
中
村
経
営

支
援
課
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、「
地

域
力
連
携
拠
点
事
業
が
な
く
な
り
、

応
援
Ｃ
Ｏ
が
い
な
く
な
っ
た
と
し
て

も
、
各
地
域
の
事
業
者
に
引
き
続
き

顧
客
満
足
度
の
高
い
経
営
支
援
が
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」と
述
べ
、

研
修
会
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　
最
終
の
第
三
回
目
は
十
二
月
に
実

施
し
、
全
課
程
の
修
了
者
に
受
講
修

了
証
を
交
付
す
る
予
定
。

11月は「労働保険適用促進月間」です。
「１人でも雇ったら、入ろう。労働保険。」
　社員、従業員、アルバイトなど、労働者を１人でも雇い入れ
た事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）の加入手続きを
して、労働保険料を申告・納付することが義務付けられています。
　労働保険の加入手続きをまだされていない事業主は、従業員
が安心して働けるように、今すぐ労働基準監督署に連絡してく
ださい。
　労働保険の加入手続き等についてのお問い合わせは、下記
ホームページを参考に、各労働基準監督署または各公共職業安
定所までお願いします。

兵庫労働局（http://www.hyougo-roudoukyoku.go.jp/index.htm）

₁₁月は適正計量を推進する月間です

食料品製造・販売業の皆様、
商品の内容量表示を今一度お確かめ下さい。

　商品に、正しく計量された内容量が表示されていますか？
　食品の表示は、消費者が商品を選択する上でなくてはならな
いものです。
　消費者が安心して買い物が出来るよう、正しい計量に努めて
ください。

兵庫県産業労働部産業政策局工業振興課　（電話 ₀₇₈︲₃₆₂︲₃₃₄₄）

₁₁月₁₁日（水）～₁₇日（火）は

税を考える週間です
今年のテーマは、「IT化・国際化と税」‼

　国税庁では、申告・納税の際の納税者の利便性の向上を図る
ため、IT 化に対応した納税環境の整備を進めています。具体的
には、国税電子申告・納税システム（e︲Tax）のほか、国税庁ホー
ムページによる税に関する情報の提供などの施策を行っています。
　また、国際化への対応として、国際的租税回避スキームへの
対応をはじめとした適正・公平な課税の実現のための取組や、
国際的な二重課税の防止等のための相互協議、租税条約に基づ
く情報交換を行っています。

― 税に関する情報は国税庁ホームページへ　www.nta.go.jp ―

▲ワークスタディでは、様々なアプローチから支援計画を策定した

各セミナー開催日程（₁₁月分）
セミナー名 日・場所 問い合わせ先

創 業 セ ミ ナ ー ₁₁月１日（日） 猪名川町商工会 篠 山 市 商 工 会　　　TEL ₀₇₉︲₅₅₄︲₁₆₇₈
Ｉ Ｔ セ ミ ナ ー ₁₁月４日（水） 朝 来 町 商 工 会 県 連 但 馬 支 所　　　TEL ₀₇₉︲₆₇₀︲₀₁₁₁
経 営 革 新 セ ミ ナ ー ₁₁月₁₉日（木） 夢 前 町 商 工 会

福 崎 町 商 工 会　　　TEL ₀₇₉₀︲₂₂︲₀₅₅₈
事 業 承 継 セ ミ ナ ー ₁₁月₂₄日（火） 安 富 町 商 工 会

地域資源・農商工連携セミナー ₁₁月₂₇日（金）
神 河 町 商 工 会 福 崎 町 商 工 会　　　TEL ₀₇₉₀︲₂₂︲₀₅₅₈
淡 路 市 商 工 会 南あわじ市商工会　　　TEL ₀₇₉₉︲₄₂︲₄₇₂₁

※₁₁月５日に養父市商工会で予定していた事業承継セミナーは₁₂月４日に変更させていただきます。
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